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「硬膜外ブロック」とは、図 1 の硬膜外腔（こうまくがいくう）に局所麻酔薬を注入する治療法です。詳しくは【「硬膜外ブロック」

の治療法について】 

  

 最も良い適応は、「椎間板（ついかんばん）ヘルニア」や、「脊柱管狭窄（せきちゅう

かんきょうさく）症」などの脊柱疾患や、顔以外の「帯状疱疹（ほうしん）」（平成 19 年

1 月 27 日号）など、硬膜外腔を通る脊髄（せきずい）神経が関与する神経痛です。 

  

 一般に、身体に有害な刺激が脳に伝わると痛みを生じます。その刺激が続くと交

感神経が興奮して刺激を発生している局所の血流障害を招き、局所で痛みを発生

する物質（発痛物質）が造られます。そうなると、もともとの刺激に発痛物質という新

たな刺激が加わって痛みがますます頑固になるわけです（図 2）。これが「痛みの悪

循環」と呼ばれる現象で、各種の慢性痛の原因です。 

  

 一般的な消炎鎮痛薬はこの発痛物質が造られるのを阻止する目的で使用されま

すが、全身作用の一部として効果を及ぼすため、いろいろな臓器への影響が問題です。一方、硬膜外ブロックでは麻酔薬を

注入する位置と量を調整して痛みに関与する脊髄神経だけに治療効果を発揮するため、そのような副作用の心配はありま

せん。  

  

 ところで、脊髄神経は知覚神経・運動神経・交感神経で構成されますが、硬膜外ブ

ロックでは麻酔薬が効いている間は痛みが完全に消失して筋肉の緊張がほぐれて血

流は著明に増加します。つまり、このブロックで先述の痛みの悪循環が遮断されて、

神経の緊張が緩むと同時に、痛む局所に十分な酸素や栄養が補給されて発痛物質

が減少します。そのため、麻酔が切れた後、すなわちブロックの後は痛みが緩和して

血流も改善するわけです。もちろん 1 回のブロックが著効するケースもありますが、一

般的には繰り返して行うことで症状の改善が得られます。  

  

 従って、【「硬膜外ブロック」の効果や適応について】で触れた「ブロックは何回もできない」という噂（うわさ）は、ブロックの

本質から外れた話であることがお分かりいただけるでしょう。また、ブロックで「骨がもろくなる」という話は、全く根拠のないも

のです。 

  

 さて、ブロック（ブロック療法）とは必ずしも神経を麻酔する意味ではなく、麻酔薬で痛みの悪循環を断ち切る（阻止する＝

ブロックする）治療法を指しますので、硬膜外ブロックはたくさんのブロックの中の一つのブロックに過ぎません。  
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